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大会概要
２０２１年 SUPER GT シリーズ 第１戦

大会名称
２０２１ AUTOBACS SUPER GT Round １ たかのこホテル OKAYAMA GT 300km RACE

開催日時
４月１０日 土曜（予選） ４月１１日 日曜（決勝）

開催サーキット
岡山国際サーキット（１周 ３．７０３ｋｍ） 所在地：岡山県美作市滝宮１２１０

同時開催レースカテゴリー
Porsche Carrera Cup Japan 2021 第１戦・第２戦

主 催
株式会社ＧTアソシエイション（ＧＴＡ） /アイダクラブ（ＡＣ） / 
株式会社 岡山国際サーキット

公 認
国際自動車連盟（ＦＩＡ） / 一般社団法人 日本自動車連盟（ＪＡＦ）

認 定
株式会社ＧＴアソシエイション（ＧＴＡ）

後 援
経済産業省／国土交通省／自由民主党モータースポーツ振興議員連盟／岡山県／
美作市／岡山県観光連盟／美作国観光連盟／岡山県経済団体連絡協議会／岡山県
商工会議所連合会／岡山県経営者協会／一般社団法人岡山経済同友会／岡山県
中小企業団体中央会／岡山県商工会連合会／山陽新聞社
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■ ドライバー

本山 哲
SATOSHI MOTOYAMA
生年月日 1971年3月4日

出身地 群馬県

身長 171cm

体重 62kg

血液型 RH+Ｏ

生年月日 1993年11月13日

出身地 愛知県

身長 168cm

体重 69.3kg

血液型 RH+Ｏ

ザーレン・コーポレーション株式会社

ＴＯＮＥ株式会社

株式会社 GOLDEX Promotions

ニチアス株式会社

カトー機械株式会社

エバー株式会社

■スポンサー

■スタッフ チーフエンジニア

チーフメカニック

北井 修司

小笹 智之

片山 義章
YOSHIAKI  KATAYAMA

■ ドライバー

■ 監 督

小倉 啓悟
KEIGO OGURA

◆#6 Team LeMans with MOTOYAMA Racing参戦体制

青山エレベーター株式会社

城東電機株式会社

株式会社ジョイフル設備

コスモ開発株式会社

ウェスタンデジタルジャパン株式会社
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◆予 選
天気

コース状況

気温

路面温度

予選開始

#6 TeamLemans Audi R8 LMS（ 本山 哲選手＆片山 義章選手 ）
予選結果：24位（ 予選Ｑ１ベストタイム：1分24秒347 ／ 片山選手 ）

晴れ

ドライ

15度（ GT300クラスＱ1開始時 ）

32度（ GT300クラスＱ1開始時 ）

14時18分（ GT300-Ｑ1-B組開始 ）

2021年、Team LeMansは本山哲と片山義章をドライバーに迎え、「Team LeMans with MOTOYAMA Racing」としてSUPER GT GT300クラスに
挑戦する。マシンは、2020年にAudi Team Hitotsuyamaとの業務提携で走らせた経験があるAudi R8 LMSを使用し、これにヨコハマタイヤを装着
する。29台が参加するGT300クラスでは、全戦でA、Bの2組に分かれてそれぞれ10分間のQ1を行い、各組の上位8台がQ2に進出することに。
岡山国際サーキットで行われる開幕戦では、Team LeMans with MOTOYAMA RacingはB組でQ1に挑み、まずはQ2進出を目指す。

Q1を担当するのはルーキーの片山。チームとしては片山にたくさんの経験を積ませたいという意向があり、さっそくこのデビュー戦から、大きな
プレッシャーを味わいながら、タイムアタックに挑ませることにした。片山にとってここ岡山はホームコースとはいえ、初めてのQ1ではまずは慎重に
タイヤを温め、計測4周目からタイムアタックを開始。ここで公式練習を大きく上回る1分27秒347をマーク。さらにタイムアタックを続ける片山だが
次の周は1分27秒823で自己ベストを更新するにはいたらず、14台中12番手でQ2進出を逃した。
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#6 TeamLemans Audi R8 LMS（ 本山 哲選手＆片山 義章選手 ）
決勝結果：22位 （ 所要時間： 2時間8分2秒501=75周消化／ベストラップ：1分29秒409=本山選手）

◆決 勝
天気

コース状況

気温

路面温度

決勝レース開始

レース予定周回数

晴れ

ドライ

19度（ スタート時 ）

33度（ スタート時 ）

13 時 30 分

82週（ 約300km ）

2021シーズンの開幕戦が行われる岡山国際サーキットは、前日同様、雲ひとつない快晴に恵まれた。Team LeMans with MOTOYAMA Racingは、ルーキーの
片山にスタートを託す。

2周のフォーメーションラップのあと決勝レースがスタート。24番グリッドの片山は慣れ親しんだ岡山で着実にスタートをきめ、1周目にはひとつポジションを
上げ、23番手でホームストレートに帰ってきた。しかし、初めてのSUPER GTのバトルに戸惑い、さらに、タイヤがピックアップを拾うなどしてペースが
上がらず、ポジションも落としてしまう。そこでチームは10周目が終わったところで片山をピットに呼び寄せタイヤを交換。 ふたたびコースに復帰した片山は、
迫り来るGT500のマシンに細心の注意を払いながら、少しずつ本来の自分を取り戻していく。その後は、1分31秒台のラップタイムで周回を重ねていった。

レースが中盤に入ったところで、GT300のマシンが1コーナーでストップするアクシデントが発生。チームはセーフティカーが導入されることを見越して、
すぐに片山をピットに呼び寄せ、本山にドライバー交替。案の定セーフティカーが導入されるが、その影響で実質トップの集団からほぼ2周差をつけられる
不運な結果となってしまう。

それでも本山は、不利なBOPで速さを抑えられたAudi R8 LMSを巧みに操り、上位勢とほぼ同じ1分29秒台の速いペースで周回を重ねていった。48周目に
24位にポジションを上げると、65周目に23位、さらに71周目に22位まで順位を上げ、初戦を無事完走で締めくくった。

デビュー戦を終えて、マシンやドライバー、ピットワークなどにさまざまな課題が見えてきたTeam LeMans with MOTOYAMA Racing。
この経験を生かし、ひとつずつ課題を解決しながらチームとしての実力を高め、次戦の富士では上位を狙う。
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本山 哲選手のコメント

片山 義章選手のコメント

小倉 啓悟監督のコメント

Audi R8 LMSは、とてもマイルドで乗りやすいクルマだったけれど、いまのGT300クラスにおける相対的なポテンシャルは、BOPも含めて
若干厳しい状況にある。そのマシンで初めて戦うレースはやはり厳しい結果になったが、さまざまなデータを得ることができたし、チーム
スタッフがそれぞれ課題を見つけることにもつながったので、いまはそれを見直し、ひとつずつ解決していくことが重要だと思う。
チームとしてはここがスタートなので、レースごとにこうしたことを地道に積み重ねて、順位を上げられるよう頑張りたい。

自分にとっては慣れている岡山でしたが、初めてのSUPER GTということでレースの流れや、集団のなかでのバトル、バトルしながらタイヤを
マネージメントしなければいけないといったファクターの多さに、戸惑ってしまったというのが正直なところです。
タイヤ交換のためにピットストップしたあとには、落ち着きを取り戻して頑張ることができましたが、単に速いだけではこのレースに勝てない
ことを実感しました。
今回、本山さんと一緒にレースができたことで、短期間に非常にたくさんのことを経験することができましたので、これからチームとのコミュ
ニケーションやピットワーク、ドライビングすべてをもう一度見直して、SUPER GTというレースをもっと理解したうえで、次の富士に臨みた
いと思います。

悔しいレースでした。片山選手はスタートが良かったのですが、混戦でタイヤにピックアッ
プを拾ってしまいペースが落ちたのと、タイヤのチョイスが路面コンディションに合ってな
かったので、タイムを計算してタイヤ交換のためピットインするように指示を出しました。
セーフティカーが出るタイミングが合えばもう少し上のポジションを狙えたと思いますが、
本山選手は冷静にコンスタントなラップを刻み、良い仕事をしてくれたと思います。
全体的に見れば大きなアクシデントもミスもなく初戦を終えられたのは、新チームとしては
良かったですが、細かな課題が多く見つかったので、それを克服して次のレースに挑みたい
と思います。応援していただいたファンの皆様、スポンサーの皆様に感謝しております。
ありがとうございました。これからもチーム一丸となって頑張ります。
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